
 １ 巻頭祝辞 30 周年記念に寄せて 高市早苗（総務大臣）

 ２ 会長挨拶 地域をつないで 30 年 高向　巖（一般財団法人地域活性化センター 会長） 

 ４ 知 事 「いしかわ型地方創生」を実現 谷本正憲（石川県知事）

 ６ 市 長 既成概念を乗り越えて自立した地域をつくる 牧野光朗（長野県飯田市長）

 ８ 町 長 地方と都会が共存する国へ 白石勝也（愛媛県松前町長）

 10 特別寄稿 「地方創生」を目指して 神野直彦（東京大学名誉教授）

 12 北海道留萌市 農業を軸に付加価値の高い産業創出へ 海野　聡 

 14 岩手県釜石市 外部人材活用の地域おこしを全国に 山口政義

 16 秋田県仙北市 湯治型ヘルスケアやドローン開発拠点を目指す 柏谷有紀

 18 茨城県 一丸となって結婚支援体制を整備 押野　浩

 20 神奈川県山北町 町民出資のカンパニーと連携した小さな拠点づくり 筏井健行

 22 長野県 大学と地域が融合した新たな教育プログラム 新　雄太

 24 群馬県・長野県 明治歴史遺産をつなぐ観光振興 細川正剛

 26 長野県下條村 村民総参加の村づくりで人口増 堀尾伸夫

 28 石川県金沢市 高齢者だけでなく様々な世代が生きがいを持てる町に 雄谷良成

 30 岐阜県東白川村 ネットで地域ブランドを情報発信 刀祢いくみ

 32 滋賀県東近江市 「食」「エネルギー」「ケア」の自給圏に 山口美知子

 34 島根県雲南市 若者による地域課題解決を 糸原るい／流石　学

 36 高知県 人口減少からの脱却 矢野隆補

 38 熊本県人吉市 ハラール事業による地方創生 牛島重勝

　　　　　　　　　　 　　　　　地方創生をめざして  記念特集
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天
を
突
く
よ
う
に
威
風
堂
々
と
そ
び
え
る
白
く
輝
く

大
天
守
。
そ
の
圧
倒
的
な
姿
は
、
白
い
鷺
が
舞
い
立
つ

よ
う
に
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え
る
こ
と
か
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別
名
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白
鷺
城
」
と
呼
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す
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れ
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界
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城
時
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の
美
し
い
姿
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次
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漆
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壁
の
塗
り
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屋
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大
修
理
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え
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成
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日
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般
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開
さ
れ
た
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路
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で
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し
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最
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城
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で
あ
り
、
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妙
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縄
張
り
や
多
様
な

石
垣
、
連
立
す
る
大
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守
・
小
天
守
、
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櫓
、
門
、
狭
間
、

瓦
な
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縮
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れ
て
い
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内
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イ
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フ
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ン
や
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ッ
ト
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末
を
か
ざ
す
と
、
今
で
は
現
存
し
な
い
建
造
物
の
復
元

Ｃ
Ｇ
や
城
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再
現
映
像
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城
内
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あ
る
防
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説
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い
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け
ま
す
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桜満開の姫路城

　　　　　　　　　  地方創生の現場から
　 40 地域の宝を探し、磨き、情報発信する 田村　秀（新潟大学教授）

 42 自ら知り気づき、行動し、必ず実現！ 木村俊昭（東京農業大学教授）

 44 人をつなぐ地域のミツバチに 井上貴至（鹿児島県長島町副町長）

 46 センター30年の歩み　　　　　　　　　　／ 48センター通信 
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  記念エッセー

  祝辞および挨拶


